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コンコン…、コンコン…。たっぷりと身を預けた眠りの淵に、静か

な波紋が広がる。 
コンコン。「…さま、そろそろ時間で御座います。」穏やかだが芯の
通った声が、まだ心地よいまどろみの魅惑に横たわる躰を揺さぶる。 

「本日は、伯爵夫人といつものゲームをする約束となっております。
そろそろ準備をして頂かないと間に合いません。」 
扉越しだが、確かな威圧感が少しずつ覚醒を促していく。そうだ、

今日は伯爵夫人とあのゲームの再戦の約束をしていた日だった…。 
前回は、宴の席のほろ酔い気分で勝負をしたため、大事にしていた
大粒の宝石タイルごと奪われ散々な結果だったっけ…。 

中盤であのタイルをあそこに配置したのは、マズかったかしら…？ 
プカプカと思考とまどろみの逢瀬に身を浸していると、再び眠りの
淵へつるりと落ちていく……。 

「奥さま。お召し物の準備を。」 
あ、これはまた怒らせたかも…。少し慌てるのもいつものこと。 
傾きかけた日差しをまぶしげに見ながら身を起こすと、それを待ち

受けたように扉がゆっくりと開いた。 
 
◇ゲーム解説  
 「Hex Heaven-六角天国-」は１～３人用（基本は２人用）のタイル配置型 
 のアブストラクト（思考）系のボードゲームです。 
 
 プレイヤーは共通の山札から、宝石の描かれた六角形のタイルを引き、 
 場に配置、勝利点を獲得します。最後に多くの点を得た方が勝利です。 
 
 本ゲームには、気軽に遊べるカジュアル・ルール、ガチ勝負のシリアス・ 

 ルール、一人用のソロ・ルール、３人用の４つのルールがあります。 
 マニュアルでは、入門を兼ねるカジュアル・ルールを中心に説明します。 
 
◇内容物  
 マニュアル  １枚    六角タイル  ３０枚 

 得点カード  ２枚    クリップ    ２個 
 
◇勝利条件 （各ルールごとに条件が違います） 
 ・カジュアル＆３人用：ゲーム終了時、相手より勝利点が多ければ勝ち 

 ・シリアス・ルール ：先に優勢点７点取る。もしくは、ゲーム終了時優勢 

              点の多い方が勝ち 

 ・ソロ・ルール   ：山札と手札が全て無くなればゲームクリア 
 
 

 
★カジュアル・ルール（２人専用低難度ルール） 
 まずは本項目に目を通し、ゲームのルールを覚えてください。 
 
◇ゲーム準備 （カジュアル）  
 ・中央に宝石（青か赤）の描かれていないタイル「Virtues（美徳）」と 
  「Sins（罪）」この２枚を抜き取り、２８枚のタイルの山札を作ります 
  以降、この２枚のタイルを無印タイルと呼称します。 
 
 ・先手と後手をジャンケン等で決めます 
  もしくは無印タイルを裏にして混ぜて、「Virtues」を引いた方が先手。 
 
 ・無印タイルの片方を両プレイヤーの中央に置きます 
  残った方の無印タイルは使用しません、箱にしまって下さい 

  「Virtues」と「Sins」どちらを使っても構いません。 
 
 ・２８枚のタイルを裏のままシャッフル、各プレイヤーに５枚ずつ配ります 

  この時、手札の５枚は相手に見せてはいけません。 

 ・残りを山札として置き、そこから１枚だけ裏向きのまま取り除きます 

  この取り除いたタイルはゲーム終了時に使うので横に置いておきます。 
 
 ・２枚の得点カードの０の各位置に同梱のクリップを取り付けます 

  勝利点を得たら、クリップを動かして数字を増やしてください。 
 
以上が、カジュアル・ルール 
の準備となります。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

◇ゲームの開始：「開始２手の常例 」（カジュアル）  
本ゲームは、各プレイヤーが交代で手番を繰り返してゲームが進みます。 

ゲーム開始の２手番までは必ず以下の方法で、ゲームを進めて下さい。 
 
 ・手札からタイルを１枚だけ、場に置かれているタイルに隣接させて置く 
  但し、以下のタイル配置の原則には従うこと。 
 
  
  全てのプレイヤーはタイルを場に配置する時、必ず以下のルールに従 

  わなければなりません。 
 
  ※タイルを場に置く際に、六角形の辺のフチにある絵柄（緑の宝石 

   か空白状態）を必ず同じものにして置く 
   緑の宝石の絵柄をちゃんと完成させるか、何もない状態を維持する。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 ・各プレイヤーの手札が３枚になるまで、交代で場にタイルを配置する 
  この間、山札から手札を補充してはいけません。 
 
 ・この間は、勝利点は一切発生せず、得点はしない 
  １～２手番中は、前哨戦みたいなものと考えてください。 
 
 ・各プレイヤーの手札が３枚になった時、お互いに全ての手札を公開、 
  そのまま次項の「◇２手以降の手順（カジュアル）」に従ってゲームを継続 
 
◇２手以降の手順 （カジュアル）  
開始２手の常例の後、手札公開のまま、以下の手順でゲームをします。 
 
 ・「勝利点の不利チェック」：（カジュアル専用ルール） 
  自分の手番開始時、相手より勝利点が低い時のみ、１辺隣接が可能 
  相手より勝利点が高いか、同点の時は１辺隣接（→次項で説明）の権利 

  は発生しません。（この１辺隣接は手番中に１回のみ行えます） 

 

 
 
 

 
 ・手札からタイルを１枚以上必ず場に出し、勝利点を得る 
  手札がある限り、好きな枚数だけ場にタイルを出しても構いません。 

  但し、タイルを配置する時は「●タイル配置の原則」と以下のルールに 
  従った上で、次項の方法で勝利点を計算して下さい。 
 
  

  各プレイヤーは３枚の手札タイルを以下の方法で置くことが出来ます。 
 
  （１）２辺隣接： 

    六角形の６つの辺のうちの２箇所を、 
    置かれているタイルに隣接。 
  （２）３辺隣接： 

    六角形の６つの辺のうちの３箇所を、 
    置かれているタイルに隣接。 
  （３）４辺隣接： 

    六角形の６つの辺のうちの４箇所を、 
    置かれているタイルに隣接。 
  （４）５辺隣接： 

    六角形の６つの辺のうちの５箇所を、 
    置かれているタイルに隣接。 
 
  上記の（１）～（４）は、手番中にいずれも１回ずつしか行なえません。 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

  タイルを配置したプレイヤーは以下のように勝利点を得ます。 

  点数を得た時は得点カードに反映させて下さい。 
 
  ※タイルを配置した時、隣接したタイルの中央の宝石の色が同じだっ 

   た場合、勝利点を得ます（同色であれば加点） 
   形が違っていても同色であれば加点されます。 
 
  ※タイルを配置した時、隣接したタイルの中央の宝石の色が異なり、 
   かつ形も違っていた場合、減点されます（異色＆異型は減点） 
   色が違っていても形が同じであれば、減点は発生しません。（→裏面へ） 

本ゲームは基本的に手札を

公開しながらプレイしますが、

ゲーム開始時の数手番中の

み、手札は非公開状態になり

ます。 
 
また、カジュアル版のみゲー

ム開始前に、山札から１枚タ

イルを取り除くことを忘れない

ようにしてください。 

Tips 

「勝利点の不利チェック」で１辺隣接の権利を得たのち、その手番中に、相手

の勝利点を上回ったとしても、１辺隣接の権利は無くなりません。 

但し、この権利は次の手番へ持ち越しは出来ません。 

Tips 

カジュアル・ルールのみ「勝利点の不利チェック」によって特例で、１辺隣接が

可能になる場合があります。 

それ以外では、通常１辺隣接及び６辺隣接は出来ません。 

Tips 

手番中にタイルを配置する時は、開始２手を除いて「●タイル配置の原則」と

「●１、６辺の隣接置きの禁止」に従い、次項の方法で得点をします。 

Tips 



  ※これらの得点計算は、隣接している全ての宝石に適用されます 

   例えば４辺隣接でタイルを置いた場合は、隣接した４箇所のタイルの 
   それぞれの宝石を計算します。 
   尚、無印タイルと隣接した場合は、勝利点は得られません。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 ・特別ボーナス『六角天国』を完成させる 
  タイルの配置の仕方で、以下の特別ボーナスが発生します。 
 

 

   ※自分のタイルを使って、場にあるタイル６つの全ての辺を囲むよ 
    うに配置すると特別ボーナス『六角天国』が完成 
    好きな枚数のタイルを使い、特別ボーナスを完成させて構いません。 
 
   ※６つの辺全てが囲まれたタイルを場から取り出し、手元に置く 
    手元に置いたタイルは、通常の手札と違い以下の通りに扱う。 
 
    ≫「●タイル配置の原則」に従えば、６辺隣接以外の方法で配置可 
 
    ≫このタイルは、手札のタイルとは別枠で配置が可能 
     既に手札で配置した辺の隣接を再度行っても良く、またこの手元 
     のタイルで行った、辺の隣接と同じ配置を再び手札でしても良い。 

     （手札と手元のタイルは、お互いに配置の阻害をしない） 
 
   ※手番中に複数回『六角天国』を完成させても良い 

    但し、手元に置いたタイルは手番中に必ず使用すること。 
    また無印タイルは『六角天国』の対象に出来ません。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 ・パスを宣言して、山札から手札を３枚まで補充する 

  タイルを１枚以上置けばパス可能です。また、どうしてもタイルが置けな 
  い時は、そのままパスします。 
 

各プレイヤーは上記の一連の手順を交代で繰り返します。 
 

◇ゲームの終了 （カジュアル）  
いずれかのプレイヤーが山札を全て引いた時に、即ゲームが終了します。 
次に以下の手順を行い各プレイヤーは追加点を得ます。 
 
 ・ゲームの準備で最初に山札から裏のまま取り除いた１枚を表に向 
  け、追加点タイルとします（見やすい場所に表に向けて置く） 

 ・自分の手札と追加点タイルを見比べ以下の追加点を得ます 

  （１）手札と追加点タイルの中央の宝石の色が同じ場合+１点 
  （２）手札と追加点タイルの中央の宝石の形が同じ場合+１点 
  （３）手札と追加点タイルの「リボン帯」の文字が同じ場合+３点 

   （１）～（３）の追加点は重複しても構いません。 
 
 ・ゲーム中に得た勝利点に追加点を合計、多くの点を得た方が勝利！！ 
  同点だった場合は、後手が勝利します。 
 
追加点の点数計算の一例（右図） 
 ＜プレイヤーA＞ 

  左：形同じ+１点＆リボン帯同じ+３点 

  中：色同じ+１点 

  右：不一致０点 

  ＝合計５点の追加点 
 
 ＜プレイヤーB＞ 

  左：リボン帯同じ＋３点 

  中：色同じ＋１点 

  右：色同じ＋１点＆形同じ＋１点 

  ＝合計６点の追加点 

 

★３人用ルール（バリアント）  

「◇ゲーム準備」で、４枚の手札を各プレイヤーに配りゲームを始めて下さい。 
そして、「開始２手の常例」を１手に縮めてプレイして下さい。 
 
 

 

★シリアス・ルール（２人専用高難度ルール） 
ゲームに少し慣れたら以下のルールでプレイしてみて下さい。 
 
◇ゲーム準備 （シリアス）  
 ・３０枚のタイルから、無印タイル２枚を取り、２８枚の山札を作ります 
 
 ・先手と後手を決め、無印タイルを両プレイヤーの手元に置きます 
  無印タイルはゲーム中、特殊タイルとして使用します。（→後述） 
 
 ・２８枚のタイルを裏にしてシャッフル、プレイヤーに裏のまま５枚ずつ 
  配ります。残りを山札として置き、得点カードの準備します。 
 

◇ゲームの開始：「開始の２手の常例 」（シリアス）  
カジュアルとはルールが異なります、注意してください。 
 
 ・場の隣接させるタイルと、中央の宝石の色が異なるタイルを手札から 
  １枚だけ、直線上に置く。これを手札が３枚になるまで繰り返す 
  初手の１枚は自由に配置。初手以降は「●タイル配置の原則」に従っ 

  て配置すること。（両プレイヤーの手札が３枚になると、場には異なった 
  色同士のタイルが、４枚まっすぐ一直線に並びます。） 
 
  ▷自分の手番の際、宝石の色の都合でタイルを場に置けない場合 
   「引き直し」を宣言して、全手札を公開します。その後、手札を山札に 
   戻してシャッフル、戻した数に等しい手札を引き直します。 
  
 ・この間、勝利点は発生しない。各手札が３枚になったら公開。次項へ 
 

◇２手以降の手順 （シリアス）  
開始２手の常例後、手札は公開のまま、以下の手順でゲームを継続します。 
 
 ・手札からタイルを１枚以上必ず場に出し、勝利点を算出 
  「●タイル配置の原則」＆「●１、６辺の隣接置きの禁止」に従ってタイルを 
  置いた後、「●勝利点を得る」に基づいて、勝利点を算出します。 

  但し、得点カードには反映させず、数字を覚えておきます。 

 ・特別ボーナス『六角天国』を完成させる（詳細は該当項目を参照） 

  「初回天国の無効」：（シリアス専用ルール） 
  どちらかのプレイヤーが、最初に『六角天国』を完成させた時のみ、取り 
  出したタイルを手元に置かず、表向きのまま山札の一番下に置いて、そ 

  のままゲームを継続します。 
  もし、初回に複数に渡って『六角天国』を完成させた時は、全てのタイル 
  を山札の一番下に無作為に表向きにして置いてください。 

 
 
 

 

 

 ・「特殊タイル（無印タイル）を使用」：（シリアス専用ルール） 
  自分の手番中、手元にある無印タイルを特別ボーナス『六角天国』で手に 

  入れたタイルのように使用可能。（詳細は「●特別ボーナス『六角天国』」参照） 
   
 

 

 

 ・パスを宣言。勝利点を優勢点に換算し、手札を３枚まで補充する 
  この手番中に得た勝利点３点につき、１点の優勢点を獲得します、得点 

  カードに反映させて下さい。（残った勝利点は持ち越し出来ません） 
  手番中に得た勝利点がマイナスだった場合、優勢点は得られません。 
 

◇ゲームの終了 （シリアス）  
優勢点を７点獲得したプレイヤーが出た時点でゲームは即終了、そのプレイ
ヤーがゲームに勝利します。また、山札が無くなってもゲームは続行して、

手札が２枚以下のプレイヤーに手番が回ってきた時にゲームが終了、優勢
点の多い方が勝ちます。（同点なら後手が勝利します） 
 

 

 
★ソロ・ルール（１人専用ルール） 

◇ゲーム準備 （ソロ・ルール）  
 ・３０枚のタイルから、無印タイル２枚を取り、２８枚の山札を作ります 
 
 ・無印タイルを１枚中央に配置、残りは手元に置きます 
  手元に置いた無印は、シリアス・ルールの特殊タイルと同様に扱います。 
 
 ・２８枚のタイルを裏にしてシャッフル、５枚を引いて手札にします 
  手札から好きなタイルを２枚、場にある無印に隣接させて置きます。 
 
 ・得点カードの０の位置にクリップを取り付けます 
  ソロでは、得点カードには勝利点を記載しません。専用ルールとして、得 
  点カードには必要点を記載します。（→後述） 

 
◇ゲームの開始とクリア（ソロ・ルール）  
ソロ・ルールに「開始２手の常例」はありません。以降は基本的にカジュア

ル・ルールの「◇２手以降の手順」に準拠しますが、以下が異なります。 
 
 ・手番が終わるたびに、必要点を１点ずつ増加させる 

  但し、手番中に『六角天国』を発生させた場合は、増加しない。 
 
 ・毎手番、必要点以上の勝利点を獲得すること 

  これが出来ない場合、即座にゲームオーバーとなります。 
 
 ・山札と手札が全て無くなればゲームクリア！！ 
 

企画・制作 AriAru 2017 

http://www.ariaru.com 

この特殊タイルは、使わないのであれば持ち越し可能です。また無印タイルな

ので、勝利点を稼ぐことは出来ず、一度置いたら回収も不可能です。 

Tips 

シリアス・ルールでは、ゲームが開始して最初に『六角天国』を完成させたプレ

イヤーはそのボーナスの恩恵を受けることができません。 

また山札一番下に置かれた表向きのタイルは、普通に引いて使います。 

Tips 


